
 

 
    

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 
 
 

            



 

 

 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代以上 計（人） 

男 １２２ １３５ １７７ １６９ ３９７ １，０００ 

女 １０２ １２０ １５９ １５７ ４６２ １，０００ 

計 ２２４ ２５５ ３３６ ３２６ ８５９ ２，０００ 

 

 
 
 
 

 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代以上 計(人) 

男 ２８ ２７ ４６ ６０ １８６ ３４７ 

女 ３８ ５３ ６１ ７７ １９４ ４２３ 

合計 ６６ ８０ １０９ １３７ ３８４ ７８２ 

回答

率％ 
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２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代以上 全体

無答 0.0 0.0 0.0 0.7 1.3 0.8

わからない 6.1 10.0 7.3 5.1 6.5 6.6

そう思わない 16.7 23.8 24.8 14.6 17.4 18.4

ややそう思う 63.6 52.5 52.3 59.1 52.6 54.6

そう思う 13.6 13.8 15.6 20.4 22.1 19.6

13.6 13.8 15.6 
20.4 22.1 19.6 

63.6 
52.5 52.3 

59.1 52.6 54.6 

16.7 

23.8 24.8 

14.6 
17.4 18.4 

6.1 
10.0 7.3 5.1 6.5 6.6 

0.7 1.3 0.8 

0

20

40

60

80

100

％
わからない

そう思う

そう思わない

無答

ややそう思う

設問１　あなたは、現在の日本において、基本的人権が尊重されていると思いますか。１つ選んでください。

【考察】

○全体では、「そう思う」「ややそう思う」と回答した人の割合は７４．２％であった。
○前回調査（平成２９年度）と比べて、「ややそう思う」が１．０ポイント増加し、「そう思わない」が、１．８ ポイント減少した。
○「そう思わない」と回答した割合が特に多いのは４０代であり、前回調査よりも５．２ポイント増加した。
○基本的人権が尊重されることが当たり前となるよう人権教育・啓発を推進していく必要がある。
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２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代以上 全体

無答 0.0 1.3 0.9 0.7 1.0 0.9

わからない 27.3 17.5 36.7 24.1 22.9 24.7

ない 15.2 17.5 8.3 19.0 23.4 19.4

ある 57.6 63.8 54.1 56.2 52.6 55.0

57.6 
63.8 

54.1 56.2 52.6 55.0 

15.2 

17.5 

8.3 

19.0 23.4 19.4 

27.3 
17.5 

36.7 

24.1 22.9 24.7 

1.3 0.9 0.7 1.0 0.9 

0

20

40

60

80

100

％

ある

ない

わからない

無答

設問２　あなたは、地域社会の中で、差別などの人権侵害があると思いますか。1つ選んでください。

【考察】

○全体では、５５．０％の人が地域社会の中で人権侵害が「ある」と思っている。
○前回調査（平成２９年度）と比べて、「ある」が３．４ポイント増加し、「ない」が３．２ポイント減少した。
○「ない」と回答した割合が増加したのは、５０代のみで、前回調査よりも１．２ポイント増加した。
○「わからない」と回答した人の割合が２４．７％であることを踏まえ、どのようなことが人権侵害にあたるのか
　正しく判断できるよう、人権教育・啓発を推進していく必要がある。
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性別のことで

の差別

配偶者に

対する暴力

ストーカー

行為

セクシャル・ハ

ラスメント

パワー・ハラス

メント
いじめ 体罰

幼児や児

童・生徒に対

する虐待

高齢者に対す

る虐待や介護

放棄

障害のある人

への差別

同和問題

（部落差別）

外国人に

対する差別

エイズやハン

セン病患者等

に対する差別

犯罪被害者

やその家族に

対する差別

インターネ

ット上での

差別書込

性的少数者

（ＬＧＢＴ）への

差別

その他（震災

による風評被

害等）

無答

２０代 52.6 10.5 21.1 34.2 36.8 55.3 7.9 18.4 7.9 34.2 10.5 34.2 0 5.3 63.2 39.5 34.2 0

３０代 47.1 21.6 23.5 43.1 60.8 60.8 21.6 43.1 33.3 51 17.6 43.1 15.7 21.6 52.9 39.2 39.2 0

４０代 49.2 28.8 28.8 40.7 64.4 59.3 22 30.5 28.8 44.1 22 40.7 18.6 16.9 67.8 33.9 50.8 0

５０代 33.8 15.6 15.6 29.9 45.5 53.2 10.4 27.3 27.3 36.4 32.5 29.9 11.7 15.6 53.2 15.6 33.8 0

６０代以上 33.2 15.8 18.3 25.2 37.6 51.5 15.3 29.2 26.7 43.6 29.7 31.2 13.4 14.9 36.6 17.3 27.7 1

全体 38.6 17.7 20.0 30.9 45.1 54.0 15.8 29.8 26.3 42.3 26.3 33.7 12.8 15.1 47.9 23.7 33.7 0.5

38.6

17.7 20.0

30.9

45.1

54.0

15.8

29.8

26.3

42.3

26.3

33.7

12.8
15.1

47.9

23.7

33.7

0.5
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70

80

％

設問３　設問２で「（ア）ある」と答えた方のみにお聞きします。それはどのようなことですか。（複数回答可）

【考察】 ○全体では、「いじめ」と回答した人の割合が多く、５０％を超えている。
○前回調査（平成２９年度）と比べて、１０ポイント以上増加しているのは、「性別のことでの差別」「セクシャル・ハラスメント」
　「インターネット上での差別書込」「その他（震災による風評被害等）」の４項目であった。
○全年代で前回調査より、「インターネット上での差別書込」と回答した人の割合が増加した。
○年代によって差が見られる項目があることから、広く人権問題を取り上げ、人権教育・啓発を推進していく必要がある。

【その他】　・震災による風評被害　  ・新型コロナウイルス感染症関連　  ・刑を終えて出所した人への差別　  ・貧困問題　  など
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女性に関する

人権問題

子どもに関する

人権問題

高齢者に関す

る人権問題

障害のある人

に関する人権

問題

同和問題（部落

差別）

外国人に関す

る人権問題

犯罪被害者や

その家族に関

する人権問題

アイヌの人々 に

関する人権問

題

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄによる

人権侵害

北朝鮮当局に

よる拉致問題

災害時におけ

る人権への配

慮

その他 無答

２０代 48.5 48.5 7.6 34.8 4.5 18.2 0.0 9.1 3.0 50.0 7.6 12.1 36.4 10.6 3.0

３０代 42.5 47.5 15.0 37.5 11.3 15.0 6.3 11.3 5.0 45.0 10.0 16.3 26.3 25.0 1.3

４０代 35.8 35.8 14.7 41.3 11.0 15.6 8.3 19.3 3.7 56.9 11.9 19.3 20.2 32.1 8.3

５０代 29.2 31.4 18.2 28.5 13.9 14.6 5.1 12.4 3.6 51.1 13.9 12.4 8.8 24.1 3.6

６０代以上 23.4 30.7 28.6 37.5 14.1 14.1 4.7 11.2 4.7 35.2 28.4 11.2 5.7 17.7 6.3

全体 30.2 34.7 21.6 36.3 12.7 14.7 5.0 12.3 4.3 43.1 19.8 13.0 13.0 20.8 5.5

30.2 34.7

21.6

36.3

12.7
14.7

5.0

12.3 

4.3 

43.1 

19.8 

13.0 

13.0 

20.8 

5.5 
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性的少数者

（ＬＧＢＴ）への

差別

HIV感染者・ハ

ンセン病等に関

する人権問題

設問４　あなたが関心をもっている人権に関することがらはなんですか。（複数回答可）

【考察】 ○全体では、「インターネットによる人権問題」への関心が高い。
○前回調査（平成２９年度）と比べて、「インターネットによる人権問題」が１１．７ポイント増加した。
○年代によって、回答の割合に１０ポイント以上の差が見られたのは、９項目であった。
○どの年代においても、人権問題について正しい認識をもてるよう人権教育・啓発を推進していく必要がある。

【その他】 ・震災による風評被害　・新型コロナウイルス感染症関連　・刑を終えて出所した人　・ホームレスの人　・がん経験者の人権　など
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２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代以上 全体

無答 1.5 1.3 1.8 2.2 3.9 3.1

わからない 10.6 12.5 11.0 6.6 7.3 8.4

ない 69.7 83.8 78.0 82.5 80.7 79.8

ある 18.2 2.5 9.2 8.8 8.1 8.6

18.2 

2.5 2.5 
9.2 8.8 8.1 8.6 

69.7 

83.8 
78.0 82.5 80.7 79.8 

10.6 12.5 11.0 6.6 7.3 8.4 

1.5 1.3 1.8 2.2 3.9 3.1 

0

20

40

60

80

100

％

ある

ない

わからない

無答

設問５　インターネットや携帯電話により、あなた自身人権を侵害されたと感じたことがありますか。　　　　　　
 　　　  1つ選んでください。

【考察】 ○全体では、「ある」と回答した人の割合が８．６％であった。
○前回調査（平成２９年度）と比べて、６０代以上の年代では「ある」が増加した。
○２０代の「ある」と回答する人の割合が高い。
○インターネットによる人権侵害等について正しい認識をもち、インターネットを利用する際に、人権侵害の被害者にも加害者にもならないよう
　に人権教育・啓発を推進していく必要がある。
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２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代以上 全体

無答 1.5 2.5 2.8 2.2 4.9 4.0

わからない 4.5 2.5 2.8 1.5 4.4 3.5

自分とは関わりがない問題 0.0 2.5 1.8 0.0 0.5 0.8

関係ある一部の人の問題 7.6 2.5 2.8 6.6 3.6 4.2

すべての人に関わる大切な問題 86.4 90.0 89.9 89.8 86.5 87.6

86.4 90.0 89.9 89.8 86.5 87.6 

7.6 7.6 
6.6 6.6 

3.6 3.6 4.2 4.2 

2.5 2.5 
2.5 2.5 

1.8 1.8 
0.5 0.5 

0.8 0.8 
4.5 4.5 2.5 2.5 2.8 2.8 

2.8 2.8 

1.5 1.5 
4.4 4.4 3.5 3.5 

1.5 2.5 2.8 2.2 4.9 4.0 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100
％

関係ある一部
の人の問題

自分とは関わり
がない問題

無答

わからない

すべての人に関
わる大切な問題

設問６　あなたは、人権について、どのように考えますか。１つ選んでください。

【考察】

○全体では、「すべての人に関わる大切な問題」と回答した人の割合が８７．６％であった。
○前回調査（平成２９年度）と比べて、「すべての人に関わる大切な問題」と回答した割合は、どの年代でも減少しており、全体
では３．７ポイント減少した。
○人権問題を他人ごとと捉えている人がまだ見られる。人権を尊重するまちづくりを目指し、市民が様々な人権問題の解決に
向けて実践行動が起こせるよう人権教育・啓発を推進していく必要がある。
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相手に抗議する だまってがまんする
家族や親戚に相談

する

友だちや身近な人

に相談する
警察に相談する 市役所に相談する

電話相談やインター

ネット等の相談を利

用する

その他 無答

２０代 34.8 21.2 66.7 50.0 16.7 7.6 18.2 1.5 0.0

３０代 35.0 21.3 62.5 41.3 18.8 18.8 22.5 2.5 1.3

４０代 28.4 21.1 57.8 46.8 21.1 21.1 22.9 7.3 1.8

５０代 26.3 19.0 56.2 46.0 31.4 19.7 23.4 6.6 2.2

６０代以上 35.4 10.7 41.9 35.4 39.1 31.5 18.8 4.7 2.6

全体 32.6 15.7 50.8 40.5 31.1 24.7 20.3 4.9 2.3

32.6

15.7

50.8

40.5

31.1

24.7
20.3

4.9

2.3

0

10
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30

40

50

60

70

80

％

【考察】
○全体では、「家族や親戚に相談する」「友だちや身近な人に相談する」と回答する人の割合が高い。
○前回調査（平成２９年度）と比べて、「家族や親戚に相談する」が２．９ポイント、「警察に相談する」が５．５ポイント、「電話相談やインター
ネット等の相談を利用する」が０．８ポイント増加した。
○年代があがるにつれて、警察や市役所等、公共機関を利用しようとする人の割合が高い。また、４０代以下は、「だまってがまんする」が、
２０％を超えている。
○人権が傷つけられた際に、相談しやすい環境作りが大切である。

【その他】 ・状況により適切に対処する   ・気にしない   ・誰に聞いていいかわからない   ・労働基準監督署等公的機関に相談   ・弁護士に相談  など
 　 

設問７　あなたが、もし差別などで人権を傷つけられた場合どうしますか。（複数回答可）
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２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代以上 全体

無答 0.0 2.5 0.0 2.2 2.6 2.2

その他 4.5 2.5 2.8 2.9 2.3 2.7

わからない 1.5 6.3 4.6 6.6 7.3 6.1

おこなう必要はないと思う 1.5 1.3 1.8 0.7 2.3 1.8

必要最低限度おこなえばよいと思う 9.1 7.5 4.6 4.4 12.5 9.1

今までどおりでよいと思う 15.2 20.0 20.2 23.4 25.3 22.8

もっと積極的におこなったほうがよいと思う 68.2 60.0 66.1 59.9 47.7 55.4

68.2 
60.0 

66.1 
59.9 

47.7 
55.4 

15.2 15.2 

20.0 20.0 

20.2 
23.4 

25.3 

22.8 

9.1 9.1 
7.5 7.5 

4.6 4.6 
4.4 4.4 

12.5 12.5 9.1 9.1 

1.5 1.5 
1.3 1.3 

1.8 1.8 
0.7 0.7 2.3 2.3 1.8 1.8 

1.5 1.5 
6.3 6.3 

4.6 4.6 
6.6 6.6 7.3 7.3 6.1 6.1 

4.5 4.5 2.5 2.5 
2.8 2.8 2.9 2.9 2.3 2.3 2.7 2.7 

2.5 2.2 2.6 2.2 

0

20

40

60

80

100

％

今までどおり

でよいと思う

必要最低限度おこ

なえばよいと思う

おこなう必要はないと思う

無答

その他

わからない

もっと積極的におこなったほうがよいと思う

設問８　あなたは、学校教育、社会教育において、人権教育をどのように進めたらよいと思いますか。
　　　　１つ選んでください。　　　　

【考察】 ○「もっと積極的におこなったほうがよいと思う」と回答した人の割合は、６０代以上を除き５０％を超えている。
○前回調査（平成２９年度）と比べて、「もっと積極的におこなったほうがよいと思う」は１．９ポイント減少したが、「今までど
おりでよいと思う」は、１．２ポイント増加した。
○人権教育の大切さや必要性を感じている人は多い。「その他」には、時代の変化に合わせ、今の時代に適した教育を望む記述が
見られた。「親や大人の教育も必要」とあるように、家庭や地域、学校が連携し、周りの大人達が子どもの手本となって人権感
覚を育んでいくことが大切である。

【その他】 ・時代に合った新しい内容を取り入れる　・当事者の意見を取り入れる　・いろいろな人がいることを知る　・親や大人の教育も必要　など　
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２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代以上 全体

無答 0.0 1.3 0.9 0.7 2.1 1.7

家族やまわりの人の意見が尊重される
べきである

3.0 2.5 1.8 0.7 1.6 1.7

当人同士の合意も無視できないが、

どちらかといえば、家族やまわりの人

の意見が、より尊重されるべきである

0.0 6.3 3.7 0.7 5.2 3.8

家族やまわりの人の意見も無視でき

ないが、どちらかといえば、当人同士

の合意が、より尊重されるべきである

71.2 86.3 81.7 86.1 78.1 80.1

当人同士の合意があればよく、ま

わりの意見に左右されるべきでない
25.8 3.8 11.9 11.7 13.0 12.8

25.8 

3.8 3.8 
11.9 11.7 13.0 12.8 

71.2 

86.3 
81.7 86.1 

78.1 80.1 

6.3 6.3 3.7 3.7 0.7 0.7 5.2 5.2 3.8 3.8 
3.0 3.0 2.5 2.5 1.8 1.8 0.7 0.7 1.6 1.6 1.7 1.7 

0
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60

80
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％

当人同士の合意があれ
ばよく、まわりの意見に左
右されるべきでない

家族やまわりの人の意見も
無視できないが、どちらかといえ
ば、当人同士の合意が、より尊
重されるべきである

家族やまわりの人の
意見が尊重されるべき
である

無答1.3 0.9 0.7 2.1 1.7 

当人同士の合意も無視
できないが、どちらかと
いえば、家族やまわりの
人の意見が、より尊重さ
れるべきである

設問９　あなたは、結婚についてどのように考えますか。１つ選んでください。

【考察】 ○「家族やまわりの人の意見も無視できないが、どちらかといえば、当人同士の合意がより尊重されるべきである」
　と回答する人の割合が、どの年代でも高い。
○前回調査（平成２９年度）と比べて、「当人同士の合意があればよく、まわりの意見に左右されるべきではない」
　が２０代で２．８ポイント増加し、３０代で１１．２ポイント減少した。
○結婚について、どの年代でも当人同士の合意を尊重するべきであると考える人が多い。
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男女の固定的な仕事の

役割分担意識
職場での差別待遇 性的いやがらせ パートナーからの暴力 女性への性暴力

売春・買春・

援助交際

妊娠や出産に対しての

いやがらせ
わからない その他 無答

２０代 59.1 60.6 50.0 27.3 27.3 19.7 42.4 3.0 3.0 0.0

３０代 66.3 50.0 40.0 27.5 33.8 26.3 42.5 7.5 5.0 1.3

４０代 58.7 44.0 43.1 34.9 31.2 22.0 23.9 9.2 3.7 1.8

５０代 49.6 48.9 46.7 27.0 36.5 19.7 19.7 3.6 1.5 1.5

６０代以上 53.9 46.4 31.8 21.6 19.5 15.6 13.8 11.2 2.6 2.1

全体 55.4 48.0 38.2 25.4 26.2 18.5 21.5 8.6 2.9 1.9

55.4

48.0

38.2

25.4
26.2

18.5
21.5

8.6

2.9
1.9

0

10

20

30

40

50

60

70

％

設問１０　あなたは、女性の人権について、どのようなことが問題となっていると感じていますか。（複数回答可）

【考察】 ○全体では、「固定的な仕事の役割分担意識」「職場での差別待遇」と回答する人の割合が高い。
○２０代・３０代で、「妊娠や出産に対してのいやがらせ」と回答する人の割合が４０％を超えている。
○２０代・３０代・４０代で、「男女の固定的な仕事の役割分担意識」と回答する人の割合が高い。
○現実的には男女に関する固定観念が、まだ根強く残っていることがわかる。年代によって回答の割合が大きく違う項目もある
ことから、女性の人権について、正しい認識がもてるよう人権教育・啓発を推進していく必要がある。また、「職場での差別待遇」
が２０代・３０代での割合が高いことから、企業への人権教育・啓発を推進していく必要がある。

【その他】 ・世代間の考え方の違いが大きい　・女性であることにもっと自信を持つべき　・女性の権利が主張される中で、男性の権利が軽視されている　など
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仲間はずれやいじめを受けること

仲間はずれやいじめを
受けること

親から虐待を受けること
親や大人の考え方や価値観を

押しつけられること
児童買春、児童ポルノなどの
性犯罪にまきこまれること

わからない その他 無答

２０代 75.8 75.8 63.6 37.9 1.5 3.0 1.5

３０代 85.0 76.3 46.3 46.3 2.5 1.3 0.0

４０代 81.3 74.3 50.5 40.4 1.8 2.8 2.8

５０代 86.1 78.8 46.7 39.4 0.0 1.5 2.2

６０代以上 81.5 61.7 35.7 30.7 3.1 1.3 3.9

全体 82.0 69.1 43.2 35.5 2.2 1.7 3.1

82.0

69.1

43.2

35.5

2.2
1.7 3.1
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設問１１　あなたは、子どもの人権について、どのようなことが問題となっていると感じていますか。（複数回答可）

【考察】 ○「仲間はずれやいじめを受けること」「親から虐待を受けること」と回答する人の割合がどの年代でも高い。
○前回調査（平成２９年度）と比べて、「親や大人の考え方や価値観を押しつけられること」が４．６ポイント増加した。特に２０
代では、２１．０ポイント増加した。
○いじめや虐待は、子どもの人権を守る上で重要な問題であり、市民の関心の高さがうかがえる。子育てに対する支援をはじめ、
　地域全体で子どもを守り育てる意識がもてるように人権教育・啓発を推進していく必要がある。

【その他】 ・貧困等、家庭環境による格差　・問題を抱える親を持つ子どもへのサポート不足　・ヤングケアラー　　など
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働ける場が少ないこと
経済的な保障が十分で

ないこと
在宅サービスが
十分でないこと

高齢者を理由に冷たく
あしらわれること

十分な介護や看護を
受けられないこと

わからない その他 無答

２０代 42.4 42.4 16.7 22.7 39.4 12.1 6.1 0.0

３０代 37.5 48.8 23.8 23.8 45.0 15.0 5.0 0.0

４０代 37.6 52.3 29.4 20.2 47.7 12.8 3.7 4.6

５０代 43.8 56.9 24.1 20.4 44.5 9.5 2.2 2.9

６０代以上 38.0 57.6 22.7 23.4 32.6 9.9 4.4 4.9

全体 39.1 54.5 23.4 22.3 38.6 10.9 4.1 3.8

39.1
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38.6
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設問１２　あなたは、高齢者の人権について、どのようなことが問題となっていると感じていますか。（複数回答可）

【考察】 ○全体では、「働ける場が少ないこと」「経済的な保障が十分でないこと」「十分な介護や看護を受けられないこと」
　と回答する人の割合が高い。
○前回調査（平成２９年度）と比べると、「わからない」「無回答」の２項目が増加している。
○「その他」に、具体的な記述が多岐にわたって見られることから、高齢者の人権問題の多様化が見られる。

【その他】 ・老老介護　　・交流の場が少ない　　・利益優先の施設がある  　・介護施設内での人権侵害
　　　　 ・自家用車に代わる交通機関の不足　　  ・詐欺等の被害　　　　　  ・認知症への理解　　など
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働ける場が少ないこと
経済的な保障が
十分でないこと

アパートなど住宅への
入居が困難なこと

障害のあることを理由に
職場で不利な扱いを

受けること

障害のある人についての
理解が十分でないこと

街中や公共施設・交通
機関利用の際に不便さ

を感じること
わからない その他 無答

２０代 48.5 27.3 15.2 43.9 69.7 39.4 7.6 0.0 1.5

３０代 57.5 42.5 16.3 42.5 66.3 46.3 7.5 2.5 0.0

４０代 56.9 28.4 20.2 28.4 67.0 42.2 12.8 3.7 2.8

５０代 58.4 29.9 24.1 29.9 62.0 51.1 4.4 0.7 2.2

６０代以上 58.3 36.2 18.2 29.9 56.3 39.1 12.8 1.6 3.9

全体 57.0 33.9 18.9 32.4 60.9 42.2 10.2 1.7 3.1
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設問１３　あなたは、障害のある人への人権について、どのようなことが問題となっていると感じていますか。
　　　　　（複数回答可）

【考察】 ○全体では、「働ける場が少ないこと」と「障害のある人についての理解が十分でないこと」が特に多く５０％を超えている。
○前回調査（平成２９年度）と比べて、２０代で「障害のあることを理由に職場で不利な扱いを受けること」が１２．８ポイント
増加した。
○障害のある人が地域や家庭で自立した生活をおくれるよう、今後も、障害のある人に対する理解を深める人権教育・啓発を
推進していく必要がある。また、「働ける場が少ないこと」に関して、まだまだ十分とは言えない現状がある。

【その他】・障害者支援施設での暴行　・障害の程度が比較的軽度である場合の社会的支援の少なさ
　　　　・地域との関わりが少ない　・障害の種類、程度によって異なる　　など
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学校の受け入れ体制

が不十分なこと
働ける場が少ないこと

アパートなど住宅への

入居が困難なこと

文化や習慣の違いか

ら、地域社会で受け入

れてもらえないこと

選挙権がないこと わからない その他 無答

２０代 27.3 36.4 13.6 48.5 13.6 22.7 3.0 0.0

３０代 17.5 38.8 25.0 55.0 11.3 23.8 1.3 0.0

４０代 24.8 26.6 20.2 40.4 10.1 32.1 8.3 3.7

５０代 19.0 35.8 21.2 49.6 11.7 24.1 1.5 1.5

６０代以上 24.2 40.6 23.4 50.3 10.2 25.8 3.6 3.9

全体 22.9 37.2 21.7 49.0 10.7 26.0 3.6 2.9

22.9

37.2

21.7

49.0

10.7

26.0

3.6
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設問１４　あなたは、外国人の人権について、どのようなことが問題となっていると感じていますか。（複数回答可）

【考察】 ○全体では、「文化や習慣の違いから、地域社会で受け入れてもらえないこと」と回答する人の割合が特に高い。
○前回調査（平成２９年度）と比べて、「働ける場が少ないこと」は６．１ポイント増加した。
○言語や宗教、文化等の多様性を認め、生活習慣等の違いを理解・尊重し、多文化共生社会を築いていけるように人権教育・啓
発を推進していく必要がある。

【その他】 ・相手に対して先入観をもってしまう　・コミュニケーション不足、理解し合う気持ちや交流の場が少ない　
　　　　  ・インターネット等、匿名でのヘイトスピーチ　・日本の社会において外国人を受け入れる体制が不十分であること　
　　　　  ・外国人の犯罪　・出身国への偏見　　など
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２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代以上 全体

無答 0.0 0.0 1.8 0.7 3.4 2.0

知らない 66.7 66.3 78.9 65.7 47.7 58.4

法律があることは知っている 28.8 27.5 15.6 26.3 40.4 32.1

法律も内容も知っている 4.5 6.3 3.7 7.3 8.6 7.3

4.5 6.3 3.7 7.3 8.6 7.3 

28.8 27.5 

15.6 

26.3 

40.4 
32.1 
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法律も内容も
知っている

法律があることは
知っている

知らない

無答

設問１５　あなたは、平成２８年１２月１６日から施行されている「部落差別の解消の推進に関する法律」に　　　　
　　　　　ついて、知っていますか。1つ選んでください。

【考察】 ○全体では、「法律も内容も知っている」と「法律があることは知っている」と回答した人の割合が３９．４％であった。
○６０代以上では、「法律も内容も知っている」と「法律があることは知っている」と回答した人の割合が他の年代と比べて高い。
○「部落差別の解消の推進に関する法律」は、現在もなお部落差別が存在し、差別は許されないものであるとの認識のもと、部落
差別の解消を目的に制定されたことを周知し、同和問題（部落差別）に関する正しい認識をもてるよう、人権教育・啓発を推進
していく必要がある。
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２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代以上 全体

無答 0.0 0.0 1.8 0.7 3.4 2.2

知らない 27.3 22.5 15.6 6.6 7.6 11.8

言葉は知っている 39.4 38.8 41.3 37.2 35.9 37.3

言葉も内容も知っている 33.3 38.8 41.3 55.5 53.1 48.7

33.3 
38.8 41.3 

55.5 53.1 
48.7 
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言葉は
知っている

言葉も内容も
知っている

知らない

無答

設問１６　あなたは、同和問題（部落差別）について知っていますか。１つ選んでください。

【考察】 ○全体では、「言葉も内容も知っている」と「言葉は知っている」と回答した人の割合が８６．０％であった。
○前回調査（平成２９年度）と比べて、２０代で「知らない」が９．３ポイント増加した。
○５０代・６０代以上では、「言葉も内容も知っている」と回答する人の割合が高い。
○学校を中心に、家庭や地域においても、同和問題（部落差別）に関する正しい認識をもてるよう、人権教育・啓発を推進してい
　く必要がある。
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※設問１７～２０は、設問１６で「（ア）言葉も内容も知っている」「（イ）言葉は知っている」と答えた方のみ、お答えください。
※「（ウ）知らない」と答えた方は、設問２６の感想へお進みください。

２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代以上 全体

無答 2.1 3.2 4.4 0.8 3.2 2.8

はっきり覚えていない 16.7 14.5 12.2 7.9 9.9 10.7

２０歳以上 2.1 11.3 8.9 11.0 16.7 13.1

１９歳～２０歳未満 4.2 0.0 3.3 3.1 6.7 4.8

１６歳～１８歳まで（高校生） 10.4 6.5 6.7 7.1 15.8 11.6

１３歳～１５歳まで（中学生） 35.4 21.0 18.9 19.7 25.1 23.8

７歳～１２歳まで（小学生） 29.2 43.5 45.6 48.0 19.9 31.5

６歳まで 0.0 0.0 0.0 2.4 2.6 1.8

2.4 2.6 1.8 
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48.0 
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６歳まで

７歳～１２歳まで（小学生）

１３歳～１５歳まで（中学生）

１６歳～１８歳まで（高校生）

１９歳～２０歳未満

２０歳以上

無答

はっきり覚えていない

1.0

設問１７　あなたが、同和問題（部落差別）について初めて知ったのは、いつ頃ですか。１つ選んでください。

【考察】 ○全体では、同和問題（部落差別）について初めて知ったのが「小学生・中学生・高校生」と回答する人の割合は、６６．９％であった。
○前回調査（平成２９年度）と比べて、「２０歳以上」と回答した人の割合が３０代で、８．４ポイント増加した。
○年代によって、初めて知った時期に差が見られる。
○小学・中学・高等学校での人権教育がいかに重要であるかを改めて実感させられる。また、成人に対しても正しい認識がもて
るよう、継続的に人権教育・啓発を推進していく必要がある。
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２０代 ３０代 ４０代 ５０代
６０代

以上
全体

無答 0.0 3.2 3.3 1.6 2.0 2.1

その他 0.0 0.0 2.2 0.8 2.0 1.5

はっきり覚えていない 4.2 6.5 8.9 11.8 10.2 9.7

県や市の広報紙や冊子 0.0 1.6 0.0 0.8 1.8 1.2

人権に関する集会や研修会 0.0 4.8 1.1 0.8 5.8 3.7

テレビ、ラジオ、インターネット、新聞、本など 12.5 9.7 4.4 6.3 7.3 7.4

学校の授業、先生 64.6 58.1 52.2 49.6 19.9 36.4

友人 0.0 3.2 2.2 2.4 7.0 4.6

職場の人 0.0 3.2 2.2 3.9 6.1 4.5

近所の人 0.0 0.0 0.0 0.0 4.7 2.4

親戚 2.1 0.0 0.0 0.0 0.9 0.6

家族（祖父母、父母、兄弟姉妹など） 16.7 9.7 23.3 22.0 32.2 26.2
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家族

親戚

近所の人

職場の人

友人

学校の授業、先生

テレビ、ラジオ、インターネット、新聞、本など

人権に関する集会や研修会

県や市の広報紙や冊子

無答

その他

はっきり覚えていない

【その他】　・職場での同和問題研修　
　             ・いとこの結婚
　             ・子どもの授業参観後の懇談会
　　　　　 ・不動産屋　　など

設問１８　あなたが、同和問題（部落差別）について、初めて知ったのは、だれ（なに）からですか。１つ選んでください。

【考察】

○５０代と６０代を境に、「学校の授
業・先生」と「家族」と回答する人の
割合が大きく違う。
○前回調査（平成２９年度）と比べて、
３０代の　「テレビ・ラジオ・イン
ターネット・新聞・本など」が４．
０ポイント増加した。
○同和問題（部落差別）について、正し
い認識を深めるために、学校におけ
る人権教育が欠かせない。
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２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代以上 全体

無答 2.1 3.2 3.4 0.8 2.3 2.4

その他 4.2 0.0 2.2 0.8 0.9 1.3

わからない 12.5 14.5 14.4 13.4 15.8 14.9

生活が貧しかった 4.2 8.1 10.0 8.7 5.0 6.5

職業（仕事）が違った 12.5 11.3 12.2 6.3 10.8 10.3

宗教が違った 4.2 0.0 2.2 1.6 0.9 1.3

人種（民族）が違った 14.6 6.5 7.8 8.7 5.8 7.3

江戸時代の政策によってつくられた 45.8 56.5 47.8 59.8 58.5 56.3
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人種（民族）が違った

生活が貧しかった

職業（仕事）が違った

江戸時代の政策によって
つくられた

わからない

その他

無答

宗教が違った

【その他】・住んでいるところの違い　・人間社会では起こりうること　・弱いものをつくることが社会をまとめる手段であった　　など

設問１９　あなたは、同和問題（部落差別）の起こりについて、どのように受けとめていますか。１つ選んでください。

【考察】 ○全体では、「江戸時代の政策によってつくられた」と回答する人の割合が最も高いが、年代によって差が見られる。
○前回調査（平成２９年度）と比べて、「江戸時代の政策によってつくられた」が２．６ポイント増加した。
○他の年代と比べ、２０代で「人種（民族）が違った」と回答する人の割合が高い。
○「わからない」「職業（仕事）が違った」「生活が貧しかった」「人種（民族）が違った」など、同和問題（部落差別）の起こりについて、正しい認識がも
てていない人が見られることから、同和問題（部落差別）について、小学校から発達の段階に応じて、人権教育・啓発を推進していく必要がある。
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２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代以上 全体

無答 4.2 3.2 4.4 0.8 2.6 2.7

わからない 33.3 25.8 23.3 22.0 19.0 21.7

残っていない 4.2 4.8 3.3 6.3 15.2 10.1

少し残っている 39.6 43.5 43.3 44.9 42.4 43.1

残っている 18.8 22.6 25.6 26.0 20.8 22.4

18.8 22.6 25.6 26.0 
20.8 22.4 

39.6 

43.5 
43.3 44.9 

42.4 43.1 

4.2 

4.8 
3.3 

6.3 
15.2 10.1 

33.3 
25.8 23.3 

22.0 19.0 21.7 
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残っている

少し残っている

残っていない

わからない

無答

設問２０　あなたは、現在でも同和問題（部落差別）が残っていると、思いますか。１つ選んでください。

【考察】 ○全体で、「残っている」「少し残っている」と回答した人の割合は６５．５％であった。
○前回調査（平成２９年度）と比べて、「残っていない」が２．３ポイント減少している。
○若い年代ほど、「わからない」と回答した人の割合が高い。
○同和問題（部落差別）に対して、正しい理解を深め、差別を見抜く力・差別を許さない意識等を養う人権教育・啓発を推進して
　いく必要がある。
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※設問２１～２５は、設問２０で、「（ア）残っている」、「（イ）少し残っている」と答えた方のみお答えください。

日常のつきあい 進学 就職 結婚 居住や生活環境
インターネット上での差

別書込など
わからない その他 無答

２０代 42.9 14.3 42.9 57.1 46.4 35.7 7.1 0.0 3.6

３０代 39.0 14.6 26.8 65.9 41.5 22.0 7.3 2.4 0.0

４０代 35.5 3.2 21.0 58.1 30.6 8.1 8.1 3.2 1.6

５０代 30.0 3.3 23.3 64.4 37.8 14.4 6.7 0.0 3.3

６０代以上 17.9 1.4 15.1 74.3 23.9 14.7 6.9 2.8 3.2

全体 26.9 4.1 20.3 68.2 30.7 15.6 7.0 2.0 2.7
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【考察】 ○全体では、どの年代も「結婚」と回答する人の割合が高い。
○前回調査（平成２９年度）と比べて、全体では「インターネット上での差別書込など」が２．８ポイント増加した。
○「日常のつきあい」「就職」「居住や生活環境」については、年代によって、回答する人の割合が４０％を超えている。
○同和問題（部落差別）に直面する場面として、日常生活と考える人も多い。日常生活の中で、心理的差別が解消されるよう人権
教育･啓発を推進していく必要がある。

設問２１　あなたは、同和問題（部落差別）はどんな場合に起こっていると、思いますか。（複数回答可）

【その他】・土地の値段　　・少なからず本人、他人が感じていること　など
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２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代以上 全体

無答 0.0 0.0 1.6 4.4 5.6 3.9

わからない 7.1 2.4 6.5 4.4 5.6 5.2

身元調査をすることは当然のことだと思う 14.3 7.3 9.7 7.8 6.9 7.9

よくないことだが、ある程度はしかたが
ないことだと思う

50.0 70.7 48.4 54.4 51.9 53.7

身元調査は差別につながるおそれがある
ので、すべきではない

28.6 19.5 33.9 28.9 30.1 29.3

28.6 
19.5 

33.9 
28.9 30.1 29.3 

50.0 70.7 
48.4 54.4 51.9 53.7 
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6.5 4.4 5.6 5.2 
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よくないことだが、ある
程度はしかたがないこ

とだと思う

身元調査をすることは当
然のことだと思う

わからない

無答

身元調査は差別につな

がるおそれがあるので、

すべきではない

設問２２　あなたは、結婚や就職時の身元調査について、どのように考えますか。 １つ選んでください。

【考察】 ○全体では、「身元調査をすることは当然のことだと思う」「よくないことだが、ある程度はしかたがないことだと思う」と回答
した人の割合が６１．６％であった。
○前回調査（平成２９年度）と比べて、「身元調査は差別につながるおそれがあるので、すべきではない」が、２０代で１．７ポイ
ント、３０代でも１．７ポイント増加した。
○身元調査は差別につながるおそれがあるという認識をしっかりもてるよう人権教育・啓発を推進していく必要がある。
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２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代以上 全体

無答 0.0 0.0 1.6 4.4 2.3 2.3

わからない 17.9 14.6 17.7 6.7 11.1 11.8

避ける 0.0 14.6 9.7 12.2 5.5 8.2

どちらかといえば避ける 21.4 26.8 38.7 33.3 30.6 31.1

どちらかといえば気にしない 46.4 29.3 21.0 20.0 31.9 28.8

まったく気にしない 14.3 14.6 11.3 23.3 18.5 17.9

14.3 14.6 11.3 
23.3 18.5 17.9 

46.4 

29.3 
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まったく気にしない

どちらかといえば
気にしない

どちらかといえば
避ける

無答

わからない

避ける

設問２３　あなたは、住宅や生活環境を選ぶ際に、同和地区であった場合、避けることがあると思いますか。１つ選んでください。

【考察】 ○全体では、「避ける」「どちらかといえば避ける」と回答した人の割合が３９．３％であった。
○前回調査（平成２９年度）と比べて、「まったく気にしない」「どちらかといえば気にしない」と回答した人の割合が、
全体では５．６ポイント減少した。
○２０代では、「まったく気にしない」「どちらかといえば気にしない」と回答した人の割合が６０．７％で、前回調査と
　比べて１４．５ポイント増加した。
○年代によって差はあるものの、いまだに根強く差別が残っていることがうかがえる。心理的差別につながる忌避意識
　の解消が図れるよう、今後も人権教育・啓発を推進していく必要がある。
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２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代以上 全体

無答 0.0 0.0 1.6 3.3 8.8 5.2

その他 0.0 2.4 8.1 5.6 6.5 5.7

わからない 14.3 17.1 12.9 16.7 11.1 13.2

自分ではどうすることもできない問題なので、成り行きにまか
せるよりしかたがない

21.4 4.9 19.4 10.0 12.0 12.5

自分ではどうすることもできない問題なので、誰かしかるべき
人が解決してくれることを期待する

25.0 43.9 35.5 32.2 25.0 30.4

基本的人権の侵害にかかわる重大な問題なので、自分も市
民の一人として、この問題の早期解決に努力する

39.3 31.7 22.6 32.2 36.6 33.3
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基本的人権の侵害にかか
わる重大な問題なので、
自分も市民の一人として、

この問題の早期解決に努力

する

自分ではどうすることもでき

ない問題なので、誰かしか
るべき人が解決してくれるこ

とを期待する

自分ではどうすることもでき
ない問題なので、成り行きに
まかせるよりしかたがない

わからない

その他

無答

設問２４　あなたは、同和問題（部落差別）について、どのように考えていますか。１つ選んでください。

【考察】 ○全体では、「基本的人権の侵害にかかわる重大な問題なので、自分も市民の一人として、この問題の早期解決に努力する」と回
答した人の割合が高かったが、年代によって差が見られる。
○前回調査（平成２９年度）と比べて、「早期解決に努力する」との回答が、２０代で４．７ポイント増加した。
○すべての年代において、同和問題（部落差別）の早期解決に向けて努力しようとする意識が高まるよう人権教育・啓発を推進し
ていく必要がある。

【その他】　・話し合うべき　　・人々が心に余裕を持てるようにする　　　・逆差別もある
　　　　　・相当解消されている　　・早期解決が望まれているが、地道に取り組むべきだと考えている
         　　 ・自分は気にしていない　・知らない人が増えれば自然に解消するのではという間違った知識が広まることは避けるべき
　　　　　・各人の意識改革が必要であり、時間をかけて子どもの頃からの教育に期待する　　など
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ア イ ウ エ オ カ キ 無答

２０代 21.4 42.9 28.6 78.6 28.6 10.7 3.6 3.6

３０代 22.0 48.8 22.0 75.6 12.2 7.3 0.0 0.0

４０代 32.3 37.1 9.7 61.3 21.0 3.2 0.0 3.2

５０代 31.1 32.2 17.8 71.1 18.9 3.3 1.1 2.2

６０代以上 27.1 34.9 20.6 66.5 18.8 4.1 0.9 6.0

全体 28.0 36.3 19.2 68.2 19.0 4.7 0.9 4.1

28.0 

36.3 

19.2 

68.2 

19.0 

4.7 
0.9 

4.1 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

％

ア．国や地方公共
団体のこれまで
の施策を続ける

イ．学校や公民館などで同
和問題(部落差別）を含む
人権教育を推進する

ウ．自治会や公民館、
集会所等での活動を
通して、地域住民の
交流を盛んにしていく

エ．他人を評価するときは、うわさにとらわれたり、
出身や家族の様子などで判断したりするのでは
なく、その人の生き方や人柄、人間性で判断する

オ．同和問題（部落差別）のこと
は口に出さずにそっとしておく

キ．その他 ク．無答

カ．わからない

設問２５　あなたは、同和問題（部落差別）を解消するために、今後どうしたらよいと、思いますか。（複数回答可）

【考察】 ○全体では、「エ」と回答した人の割合が高く、どの年代でも６０％を超えている。
○前回調査（平成２９年度）と比べて、「オ」が全体で４．１ポイント減少したが、２０代は２０．９ポイント増加している。
○今後も、「部落差別の解消の推進に関する法律」の施行を踏まえ、同和問題（部落差別）に対する正しい認識を深め、同和問題（部
落差別）の解決が図られるよう、人権教育・啓発を推進していく必要がある。

【その他】   ・特に差別がないのに大げさになっていると思う　　  ・子どもの頃からしっかりと学ぶ　　・自然にまかせる
               ・経済発展、地域開発が今の差別をなくす　　　　　 ・相手を思う気持ちが大切　　など
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